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H3K9 メチル化エピゲノムの動的変動がほ乳類の発生・
分化を制御する 
高等真核生物の遺伝子発現には、転写因子の機能のみならず、鋳型となるゲノムの
後天的な修飾であるエピゲノムが大きく関与している。ヒストン H3 の 9 番目のリジン
（H3K9）のメチル化は、セントロメアやテロメアのように遺伝子発現が半永久的に抑
制されたクロマチンを代表するエピジェネティックマークとして知られており、それを触
媒する酵素は分裂酵母からヒトまで高度に保存されている。一方で、哺乳類にはそれ
以外の酵素、すなわちセントロメアやテロメア以外の染色体部位を標的とする H3K9
メチル化酵素や脱メチル化酵素が多数存在することが分かってきた。私たちはこれま
で、ほ乳類のライフサイクルにおける H3K9 メチル化エピゲノムの変動とその意義を
明らかにする研究を進めてきた。その結果、H3K9 メチル化エピゲノムは当初予想さ
れたような恒久的に維持されるものではなく、むしろ個体発生や細胞分化の過程で極
めてダイナミックに変動し、遺伝子発現の時間・空間的な制御に積極的に関与してい
ることを明らかにした。メチル化酵素と脱メチル化酵素の拮抗した作用による H3K9 メ
チル化エピゲノムのダイナミックな変動がどのような生命機能に関わっているのかに
ついて、最新の知見を交えて紹介したい。 
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